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「安倍政治の数多の負の遺産の継承」（その６）「安倍政治の数多の負の遺産の継承」（その６）

英国ジョンソン首相はＧ７に豪州印度韓国を招待英国ジョンソン首相はＧ７に豪州印度韓国を招待
韓国招待反対であった菅首相はどう対応するのか韓国招待反対であった菅首相はどう対応するのか

　

英
国
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
首
相
は
昨
年
12
月

15
日
に
、
英
国
が
議
長
国
を
務
め
る
先
進

７
か
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
）
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
イ
ン
ド
と
と
も
に
韓

国
を
招
待
す
る
と
発
表
し
た
。
日
本
の
菅

首
相
が
出
席
す
る
初
め
て
の
サ
ミ
ッ
ト
と

な
る
が
、
非
友
好
外
交
が
続
く
日
韓
関
係

が
Ｇ
７
会
議
に
影
を
落
と
す
の
で
は
な
い

か
と
懸
念
す
る
声
が
出
て
い
る
。

　

昨
年
の
Ｇ
７
議
長
国
で
あ
っ
た
米
国
の

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、「
Ｇ
７
は
時
代
遅

れ
だ
」
と
批
判
し
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
イ

ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
4
か
国
を
加

え
よ
う
と
提
案
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日

本
政
府
は
、「
Ｇ
７
の
枠
組
み
そ
の
も
の

を
維
持
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
」（
当

時
の
菅
官
房
長
官
）
と
し
て
、
拡
大
に
反

対
し
た
。
同
時
に
英
仏
独
も
「
時
期
尚

早
」
と
異
論
を
唱
え
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
、
Ｇ
７
に
加
え
て
韓
国
を
含
む

３
か
国
に
す
で
に
招
待
状
を
送
っ
て
お
り
、

日
本
の
韓
国
参
加
反
対
を
封
じ
込
め
て
、

日
韓
の
外
交
関
係
の
修
復
を
迫
っ
て
い
る
。

追
い
込
ま
れ
た
菅
首
相
は
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

　

英
国
は
本
年
1
月
の
Ｅ
Ｕ
完
全
離
脱
を

展
望
し
て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ブ
リ
テ
ン
」
と

い
う
新
し
い
構
想
を
進
め
て
お
り
、
外
交

面
で
は
中
国
の
拡
張
政
策
に
対
抗
す
る
新

し
い
枠
組
み
の
必
要
性
を
提
案
し
て
い
る
。

今
回
の
ア
ジ
ア
3
か
国
の
招
待
は
、
Ｇ
７

を
「
Ｄ
10
」（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
10
）
に
発

展
さ
せ
よ
う
と
す
る
構
想
で
あ
ろ
う
。
こ

の
背
景
に
は
、
中
国
に
よ
る
西
太
平
洋
を

中
心
と
す
る
海
洋
進
出
（
南
シ
ナ
海
に
新

設
し
た
人
工
島
）
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易

機
関
）
の
ル
ー
ル
を
破
る
貿
易
慣
行
な
ど

の
是
正
を
迫
る
に
は
、
民
主
主
義
国
家
が

結
束
し
て
行
動
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い

う
構
想
が
あ
る
（
英
国
下
院
の
保
守
党
議

員
ら
で
つ
く
る
「
中
国
研
究
グ
ル
ー
プ
の

報
告
書
」
の
提
案
）。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
こ

の
具
体
化
を
進
め
る
方
針
な
の
だ
。

　
「
Ｇ
７
は
時
代
遅
れ
だ
」
と
い
う
ト
ラ

ン
プ
の
意
見
を
引
き
継
い
だ
ジ
ョ
ン
ソ
ン

の
提
案
は
経
済
的
デ
ー
タ
か
ら
も
妥
当
性

が
確
認
で
き
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
開
発

協
力
機
構
）
の
「
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

国
際
比
較
」
を
基
に
し
て
「
２
０
０
５
年

の
順
位
」
と
「
２
０
１
８
年
の
順
位
」
を

比
較
す
る
と
、
順
位
が
上
が
っ
た
国
は
ド

イ
ツ
だ
け
（
17
位
か
ら
13
位
）
で
あ
り
、

ほ
ぼ
不
変
（
１
〜
２
程
度
の
低
下
）
は
ア

メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ

ア
の
４
か
国
、
順
位
を
大
き
く
下
げ
た
国

は
イ
ギ
リ
ス
（
９
位
か
ら
16
位
）
と
日
本

（
14
位
か
ら
20
位
）
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
ポ
ン
ド
安
政

策
と
新
自
由
主
義
政
策
に
よ
る
格
差
拡
大
、

日
本
は
安
倍
政
権
の
円
安
と
非
正
規
雇
用

増
加
政
策
に
よ
る
国
民
所
得
の
大
幅
低
下
、

の
結
果
で
あ
る
。

　

Ｇ
７
以
外
で
は
韓
国
が
24
位
か
ら
22
位

に
上
が
っ
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
対
策
が
日
本
よ
り
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ほ
ぼ
日
本
並
み

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
極
東
ア
ジ
ア
の
安

全
保
障
を
考
え
れ
ば
、
韓
国
の
参
加
は
当

然
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
は
２
０
１
８
年
に
11
位

で
あ
り
、
地
政
学
的
に
見
て
太
平
洋
と
イ

ン
ド
洋
を
結
ぶ
上
で
重
要
な
拠
点
で
あ
る
。

イ
ン
ド
は
発
展
途
上
の
国
で
あ
る
が
、
人

口
13
・
６
億
人
の
大
国
で
近
年
の
経
済
成

長
率
が
高
く
（
２
０
１
４
〜
18
年
で
年
平

均
７
％
）、
地
政
学
的
に
も
イ
ン
ド
洋
か

ら
太
平
洋
に
繋
が
る
国
と
し
て
Ｄ
10
へ
の

参
加
を
求
め
る
の
は
望
ま
し
い
政
策
で
あ

る
。

　

米
国
の
バ
イ
デ
ン
新
大
統
領
は
、
米
日

韓
の
緊
密
な
連
携
が
ア
ジ
ア
戦
略
の
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
北
朝
鮮
に
よ
る

挑
発
と
中
国
へ
の
抑
止
力
を
強
め
、
気
候

変
動
や
経
済
協
力
の
基
盤
に
な
る
と
考
え

て
い
る
。（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
シ
ョ
フ
、
米

カ
ー
ネ
ギ
ー
国
際
財
団
上
席
研
究
員
、
週

刊
東
洋
経
済
２
０
２
１
年
２
月
13
日
号
）

　

か
つ
て
オ
バ
マ
大
統
領
は
「
安
倍
首

相
は
監
視
す
べ
き
強
硬
な
国
粋
主
義
者
」

（
議
会
調
査
局
２
０
１
３
年
、
15
年
）
と

懸
念
し
て
い
た
が
、
予
想
通
り
、
安
倍
首

相
の
村
山
談
話
非
継
承
発
言
、
慰
安
婦
問

題
に
関
す
る
河
野
談
話
の
否
定
な
ど
が
韓

国
を
刺
激
し
、
朴
政
権
か
ら
文
政
権
の
反

発
で
外
交
関
係
が
こ
じ
れ
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
下
で
も
、
米
国
が
仲
裁
に
入
っ
て
修
復

を
図
っ
て
き
た
。
し
か
し
打
開
の
方
向
は

見
ら
れ
な
い
。

　

日
韓
の
軋
轢
を
よ
く
知
る
バ
イ
デ
ン
は
、

国
際
協
調
路
線
に
よ
っ
て
米
日
韓
で
利
害

が
一
致
す
る
分
野
（
北
朝
鮮
核
対
策
、
サ

イ
バ
ー
空
間
の
共
通
管
理
等
）
で
３
国
の

協
調
路
線
を
演
じ
、
Ｇ
７
や
米
日
豪
印
の

戦
略
対
話
（
ク
ア
ッ
ド
）
に
韓
国
を
参
加

さ
せ
る
な
ど
の
戦
略
で
、
日
韓
の
対
立
を

「
封
じ
込
め
る
」
の
で
は
な
い
か
。

　

韓
国
と
の
も
め
ご
と
を
世
界
に
さ
ら
し

続
け
て
い
る
の
は
日
本
の
恥
だ
！

　

安
倍
外
交
を
継
承
す
る
菅
首
相
の
鼎
の

軽
重
が
問
わ
れ
て
い
る
。


